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南極大陸における地震活動
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地震波の空間伝搬データの学習

波形を時空間伝搬データ
（3Dデータ）に変換

↓
緯度、経度、震源の深さ、
マグニチュード、発震時を推定



・教師データとして用いる理論地
震波形計算のために仮想的な震
源を配置
・300個の震源を0.2度おき
・震源メカニズムと深さは固定



教師データの理論地
震波形の例

3成分15分間の記録を

南極大陸上の地震観
測点約60点に対して

計算し、地表における
地震波の伝播パター
ンを0.1秒間隔で生成。
理論地震波形記録は

スペクトル要素法によ
り１６MPIプロセス並列
で約2時間で計算終了。
現在300地震について
計算中。
計５４０００ファイル。
教師データ画像は
約900万個





公開可能なデータセット

•機械学習による震源決定の推定を行うための教師データとして計算
した約６０観測点の3成分理論地震波形約５００００ファイル

•機械学習の教師データとして用いる地表における地震波の伝播パ
ターン画像。1秒おき画像で約900万ファイル




